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中央保育所での運動会 真剣な表情で走るアンカーの２人 高橋敦子さん撮影



今月の表紙
中央保育所での運動会

撮影者　高橋敦子さん

　７月３日、中央保育所で行
われた運動会です。
゛赤勝て、白勝て″の声援の
中、親から子へのリレーがあ
り白熱しました。
　アンカー２人の真剣な走
りに感動しました。
　

表紙を飾る写真を募集中！

提出先/問い合わせ
市役所２階企画振興課

�３９‐２３０４

人口人口とと世帯数世帯数
１７年６月末（前月比）

(3)25,392人　口

(4)１３,334女

(- 1)１2,058男

(2)21,567富良野

(5)2,５54山　部

(-4)1,２71東　山

(-9)10,7１３世帯数

(-8)9,284富良野

(0)1,030山　部

(-1)399東　山

���

ドライブの休憩にも最適
　　道の駅「自然体感しむかっぷ」

　道の駅「自然体感しむかっぷ」では、自
然や動物のパネル展示のほか、レストラン
やお土産店が並び、ドライブの休憩にも
ピッタリ！
　さらに道の駅横のポケットパークには、
大きな寒暖計を設置しており、記念写真を
撮るには絶好の場所です。

�問 経済課産業グループ　  �５６－２１２１

�����

純米酒「法螺吹（ほらふき）」
町の地酒をご堪能ください　

　北海道の真ん中、十勝岳連峰の麓で収穫
される中富良野産クリーン米「ゆきひか
り」から生まれた純米酒です。地酒として
親しまれ、「ネーミング」と「すっきりと
した飲みやすさ」が好評です。
※町内および沿線で販売しています。

�問 なかふらの酒造振興会

�４４－２２１３　

�����

吹奏楽ジョイントコンサート

　駐屯地音楽隊、上富良野中学校吹奏楽部、
上富良野高校吹奏楽部による合同コン
サートです。ぜひご来場いただき、楽しい
演出と迫力ある演奏をお楽しみください。
と　き　９月２日�　午後６時開場
ところ　社会教育総合センター
入場料　無料

�問 社会教育総合センター　�４５－5511

�����

　道の駅「南ふらの」
　　　　　　でひと休み

　国道３８号線沿いにカヌーの軸先をイ
メージした外観の南ふらの物産センター。
駐車場は１２０台収容とゆったりで、レスト
ランや町の特産品、お土産などもあり、館
内に入ると幻の大魚イトウの水槽が出迎
えてくれます。
　快適なドライブの休憩にぜひお立ち寄
りください。

�問 振興公社　 �５２－２１00
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富
良
野
市
の

財
政
状
況

第
１
部
「
市
税
・
地
方
交
付
税
」

こ
こ
数
年
、
富
良
野
市
の
財
政
は
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
予
算

編
成
に
お
い
て
は
、事
務
事
業
に
限
ら
れ
た
財
源
を
ど
う
配
分
す
る
か
が
、

最
大
の
焦
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
は
、
景
気
回
復
の
遅
れ
に
よ
る
市

税
収
入
の
落
ち
込
み
、
国
の
三
位
一
体
改
革
（
※
１
）
に
よ
る
地
方
交
付

税
の
削
減
な
ど
の
影
響
で
年
々
減
少
し
て
い
る
一
方
、
歳
出
は
、
医
療
費

や
老
人
福
祉
費
の
扶
助
費
、
過
去
に
発
行
し
た
起
債
（
借
入
金
）
の
償
還

な
ど
義
務
的
な
支
出
が
増
加
し
て
お
り
、
深
刻
な
財
源
不
足
の
状
態
に

陥
っ
て
い
ま
す
。（
図
表
１
参
照
）

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
す
る
た
め
広
報
6
月
、

7
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
行
政
改
革
推
進
計
画
に
取
り
組
み
、

経
費
削
減
や
歳
入
確
保
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
の
財
政
運
営
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

今
回
よ
り
数
回
に
わ
た
り
市
財
政
の
現
状
（
普
通
会
計
）
を
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
第
１
回
目
は
歳
入
の
う
ち
、
総
額
に
大
き
な
割
合
を
占
め
、
一
般

財
源
（
※
２
）
と
し
て
使
途
を
制
限
さ
れ
ず
に
自
由
に
使
え
る
市
税
及
び

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
で
す
。

現状を知る

H11年度との比較
H16H15H14H13H12H11H10H５H３

割合（％）金　額

▲8.3▲2072,2932,2402,3352,2972,3492,5002,3622,3092,216市税

▲23.4▲1,4874,8785,1975,3935,7986,2226,3656,2825,6835,247地方交付税

▲17.5▲4782,2532,1592,3062,6132,6842,7313,2302,1511,215国・道支出金

▲13.4▲1591,0251,4482,9321,6771,3821,1841,2961,764773地方債

163.61262031247773984227711735725繰入金（基金取崩）

▲1.8▲412,2642,0002,2532,2402,0542,3052,0982,5392,634その他

▲14.8▲2,24612,91613,16815,99615,02315,11315,16215,38514,80312,110合　計

▲12.0▲3772,7732,7752,8502,9183,0033,1503,2253,0552,915人件費

▲17.1▲3921,9021,9722,0232,0812,1592,2942,3472,2682,169　うち職員給与

3.7501,4081,4461,5271,4201,3831,3581,3531,6681,496物件費

※（２６.２）
▲7.7

※（２５８）
▲103

1,2431,1621,1201,0319851,3461,3641,1451,109扶助費

3.6511,4651,5771,4891,4141,5531,4141,4051,2141,093公債費

▲43.0▲1,8262,4182,5645,3694,5304,6004,2444,8464,8772,787投資的経費

▲3.8▲1333,4113,4693,4333,3363,3423,5442,9662,7032,580その他経費

▲15.5▲2,33812,71812,99315,78814,64914,86615,05615,15914,66211,980合　計

86.892198175208374247106226141130（歳入－歳出）

　

歳　

入

　

歳　

出

図表１　普通会計歳入及び歳出（決算額）の推移

問
い
合
わ
せ

財
政
課
財
政
係

�
３
９
‐
２
３
０
６

※扶助費は、平成１１年度以前は、現在の介護保険制度の中で実施している事業も含まれるので、平成１２年度との比較。（　）は、平成１２年度の
　額と比較したもの。

（単位：百万円）
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市
税
は
、
市
の
歳
入
の

　

％
弱
を
占
め
、
国
・
道

２０か
ら
交
付
さ
れ
た
り
交

付
を
決
定
さ
れ
た
り
す

る
依
存
財
源(

)

 
※
３ 
が
大
き
な
割

合
を
占
め
る
本
市
の
財
政
の
中
に

あ
っ
て
貴
重
な
自
主
財
源
の
ひ
と

つ
で
す
。

　

市
税
に
は
、
市
民
税
や
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税

な
ど
が
あ
り
、
な
か
で
も
市
民
税

と
固
定
資
産
税
は
、
合
わ
せ
て
税

収
全
体
の　

％
を
超
え
る
主
要
な

８０

税
で
す
。
図
表
２
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
市
税
収
入
額
は
、
平
成　

年
１１

す
。

　

今
後
、景

気
が
急
激

に
回
復
す

る
こ
と
は
、

考
え
ら
れ

ず
、平
成　
１７

年
度
の
税

制
改
正
に

よ
る
定
率

減
税
の
縮

(

減
な
ど 
市

税
に
は
平

成　

年
度

１８
課
税
分
よ

)

り
影
響 
に

よ
り
若
干

の
増
加
要

因
は
あ
る

も
の
の
、中

長
期
的
に
は
、
税
収
は
同
じ
よ
う

な
水
準
で
の
推
移
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

市税

三位一体改革：国と地方の税財政改革。(1)国から地方へ支出される、国庫補助・負担金の削
減（２）国から地方への税源の移譲（３）地方交付税の見直し、これら３本の柱を、同時並行
的に進めてい くという意味で三位一体改革と呼んでいます。

※１

一般財源：使途が特定されずにいかなる経費にも使用できる財源。※２
依存財源と自主財源：依存財源とは国や道の意思により交付される収入。例えば地方交付税、
国庫支出金、道支出金、地方債など。また、自主財源とは市が自主的に収入できる財源のこと。
例えば市税、使用料、手数料、財産収入、寄附金など。

※３

地方交付税における国税５税の一定(算入)割合：国が徴収する所得税の３２%、酒税の３２%、法
人税の３５.８%、消費税の２９.５%、たばこ税の２５%が地方交付税の原資となります。

※４

事業費補正：地方交付税の算定に用いる数値の補正のひとつ。例えば河川改修などの公共事業
が一定時期に特定の地域において集中的に実施され、事業費の地方負担額が多額になる場合を
考慮し、この分を交付税で措置しようとするものです。

※５

段階補正：例えば人口が交付税の算定単位となっている項目において、大都市では単位当たり
の費用が少なくてすみ(割安）、逆に小規模市町村では費用が多くかかる(割高)ようなケースが
あります。この割高になる分を交付税算定において補正を用いて措置しようとするものです。

※６

扶助費：社会保障制度の一環として、生活を維持するために支出される経費です。例えば生活
保護制度における生活扶助、身体障害者施設訓練等支援事業費、児童手当、児童扶養手当、就
学援助費など。

※７

用語解説

度
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
り
続
け
、

平
成　

年
度
決
算
見
込
で
は　

億

１６

２２

　

百
万
円
、
平
成　

年
度
の
額
よ

９３

１１

(

り
２
億
７
百
万
円 
８．

)

３
％ 
も

減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
要
因
は
、
給
与
所
得
者
を

中
心
と
し
た
所
得
の
減
少
に
よ
る

市
民
税
所
得
割
の
減
と
土
木
建
築

業
な
ど
の
業
績
伸
び
悩
み
に
よ
る

市
民
税
法
人
税
割
の
落
ち
込
み
、

ま
た
固
定
資
産
税
に
お
い
て
も
、

所
得
減
や
業
績
不
振
に
よ
る
滞
納

増
加
に
よ
り
徴
収
率
の
低
下
な
ど
、

景
気
回
復
の
遅
れ
が
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

H17
H11年度との比較

H16H15H14H13H12H11H10
割合（％）金　額

850▲15.8▲1678918639079129691,058962市民税

614▲11.5▲85652656673685717737698　うち個人所得割

132▲40.6▲91133112138132154224171　うち法人税割

1,024▲3.0▲321,0281,0041,0581,0131,0031,0601,031固定資産税

370▲2.1▲8374373370372377382369その他諸税

2,244▲8.3▲2072,2932,2402,3352,2972,3492,5002,362合　計

固定固定　
資産税資産税

その他その他

法人税法人税割割

所得割所得割

市民税

その他その他
の諸税の諸税

図表２　市税の推移

単位：百万円
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(

　

市
税
と
地
方
交
付
税 )

臨
時
財
政
対
策
債
含
む 

を
合
わ
せ
て
の
減
額
は
、

平
成　

年
度
決
算
見
込

１６

額
と
ピ
ー
ク
の
平
成　
１１

年
度
決
算
額
を
比
べ
た
場
合
、　
１２

億
円
を
超
え
る
額
と
な
り
ま
す(  

)

図
表
４
参
照 
。
こ
れ
は
、　

年
度

１６

歳
入
決
算
見
込
額
の
約
１
割
弱
に

あ
た
り
、
同
年
度
の
扶
助
費(  
※
７

)  
の
総
額
と
ほ
ぼ
等
し
い
額
で
す
。

い
か
に
大
幅
な
減
額
で
あ
る
か
、

お
分
か
り
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
市
は
、
こ
れ
に
対
し
、

基
金
の
取
崩
し
や
定
員
削
減
な
ど

に
よ
る
人
件
費
の
削
減
、
経
常
経

費
の
抑
制
な
ど
に
よ
り
対
処
し
て

(

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
予
算 
決

)算 
総
額
規
模
も
縮
小
し
、
平
成　
１６

年
度
の
決
算
見
込
額
は
、
歳
出
で

約
１
２
７
億
円
余
り
と
平
成
３
年

度
当
時
と
同
じ
規
模
に
な
る
見
込

み
で
す
。

　

国
の
三
位
一
体
改
革
は
現
在
進

行
中
で
あ
り
、
改
革
内
容
の
全
て

が
確
定
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
改
革
が
完
全
実
施
さ
れ
、

要
点
で
あ
る
「
国
の
補
助
負
担
金

の
縮
減
と
こ
れ
に
対
応
す
る
国
税

か
ら
地
方
税
へ
の
税
源
委
譲
。
財

政
力
が
弱
い
自
治
体
に
対
し
て
は

交
付
税
で
対
応
。」と
の
措
置
が
行

わ
れ
た
と
し
て
も
、
改
革
の
過
程

で
補
助
負
担
金
の
ス
リ
ム
化
や
補

助
負
担
事
業
自
体
の
廃
止
な
ど
に

よ
り
税
源
委
譲
対
象
の
補
助
負
担

金
総
額
が
縮
減
さ
れ
る
た
め
、
地

方
へ
の
税
源
委
譲
額
は
改
革
前
に

比
べ
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
税
源

委
譲
や
地
方
交
付
税
措
置
の
内
容

に
よ
り
規
模
は
不
明
で
す
が
、
特

(

別
な
要
因
変
化 
例

え
ば
人
口
増
な

)ど 
が
な
い
限

り
歳
入
額
は
さ

ら
に
減
少
し
、

財
源
確
保
が

よ
り
厳
し
く

な
る
と
予
想

さ
れ
、
さ
ら

な
る
経
費
の

削
減
や
実
施

事
業
の
取
捨

選
択
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

次
回
は
、

歳
出
に
つ
い

て
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き

ま
す
。　

　

地
方
交
付
税
に
は
、
国

民
が
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
標
準
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
財
源
保
障
を
行

い
、
自
治
体
間
の
財
政
力

格
差
を
補
て
ん
す
る
た

め
に
交
付
さ
れ
る
普
通

交
付
税
と
災
害
な
ど
特
別
な
事
情

で
普
通
交
付
税
に
反
映
さ
れ
な

か
っ
た
要
因
を
補
完
す
る
た
め
に

交
付
さ
れ
る
特
別
交
付
税
が
あ
り

ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
歳
入
の
４
割

弱
を
占
め
る
貴
重
な
一
般
財
源
で
、

特
に
普
通
交
付
税
は
、
比
重
が
高

　

図
表
３
に
示
さ
れ
て

い
る
と
お
り
普
通
交
付

税
、
特
別
交
付
税
を
合
わ

せ
た
地
方
交
付
税
総
額

は
、
平
成　

年
度
を
ピ
ー

１１

ク
に
減
り
つ
づ
け
、
平
成

　

年
度
で
は
、　

億　

百

１６

５３

５２

(

万
円 
臨
時
財
政
対
策
債

)

へ
の
振
替
分
を
含
む 
、平

成　

年
度
よ
り　

億
円

１１

１０

余
り
も
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
普
通
交
付

税
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
、
農
業

(

高
等
学
校
の
廃
校 
平
成　

年
度

１２

)末 
な
ど
、
市
自
体
の
交
付
要
因
の

変
化
も
あ
り
ま
す

が
、
主
に
国
税
収
入

の
減
少
と
国
の
三

位
一
体
改
革
が
大

き
く
影
響
し
て
い

ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は

(

国
税
５
税 
所
得
税
、

酒
税
、
法
人
税
、
消)

費
税
、
た
ば
こ
税 

の
一
定
割
合(  
※
４

)  
を
原
資
と
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
税
収

の
多
少
が
交
付
額

に
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
ま
た
、
政
府

の
三
位
一
体
改
革

に
よ
り
地
方
交
付

税
総
額
の
抑
制
が

行
わ
れ
て
き
て
お

まとめ

地方交付税の推移

地方交付税

く
、
交
付
税
全
体
の
９
割
以
上
を

占
め
ま
す
。
平
成　

年
度
か
ら
は

１３

国
の
交
付
税
特
別
会
計
の
収
支
悪

化
を
改
善
す
る
た
め
、
普
通
交
付

税
の
一
部
が
、
一
般
財
源
の
不
足

を
補
う
た
め
に
自
治
体
が
発
行
す

る
臨
時
財
政
対
策
債
に
振
り
替
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
の
元
利
償
還

金
は
、
後
年
度
に
全
額
普
通
交
付

税
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
平
成

　

年
度
ま
で
の
措
置
と
さ
れ
て
お

１８り
、
平
成　

年
度
か
ら
は
期
待
で

１９

き
な
い
財
源
で
す
。　

り
、
さ
ら
に
起
債
元
利
償
還
金
の

一
部
が
後
年
度
交
付
税
に
算
入
さ

れ
る
事
業
費
補
正(

)

 
※
５ 
や
小
規

模
自
治
体
の
事
務
事
業
費
が
割
高

に
な
る
こ
と
へ
の
対
処
措
置
と
し

て
の
段
階
補
正(

)

 
※
６ 
も
見
直
さ

れ
、
普
通
交
付
税
交
付
額
の
大
幅

な
減
額
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

H17
H11年度との比較

H16H15H14H13H12H11H10
割合（％）金　額

4,4084,4784,7604,9255,3015,6905,8595,820(A)普通交付税

360474698477223(B)臨時財政対策債

4,768▲15.5▲9074,9525,4585,4025,5245,6905,8595,820小　計　(A)＋(B)

306▲20.9▲106400437468497532506462(C)特別交付税

5,074▲15.9▲1,0135,3525,8955,8706,0216,2226,3656,282

(A)＋

(B)＋

(C)

地方交付税総額

（臨時財政対策債含む）

図表３　地方交付税の推移

普通普通　
交付税交付税

臨時財政臨時財政
対策債対策債

特別特別　
交付税交付税

H11年度との比較
H16H15H14H13H12H11H10

割合（％）金　額

▲13.8▲1,2207,6458,1358,2058,3188,5718,8658,644
市税・交付税（臨時
財政対策債含む）計

　図表４　市税と地方交付税
　　　　　（臨時財政対策債含む）の推移 （単位：百万円）

単位：百万円
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こ
の
ほ
ど
、
富
良
野
市
地
域
防
災
計
画
（
昭
和　

年
作
成
。
平
成　

年
一
部
修
正
）
の
本
編
を
全
面
的

38

13

に
見
直
し
、防
災
関
係
機
関
の
代
表
者
で
組
織
す
る
富
良
野
市
防
災
会
議
が
改
訂
案
を
ま
と
め
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
改
訂
案
に
対
し
て
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
（
市
民
意
見
提
出
手
続
）

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
（
案
）

な
ぜ
見
直
し
を
す
る
の
か

　

防
災
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本

法
に
よ
り
、
国
の
防
災
基
本
計
画

を
基
本
に
、
国
・
都
道
府
県
・
市

町
村
が
一
体
と
な
っ
て
防
災
に
あ

た
る
た
め
に
作
成
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
災
害
の
教
訓
や
研
究
の
成

果
な
ど
に
よ
り
、
内
容
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
改
訂
は
、
平
成　

年
度
に
北
海

１４

道
地
域
防
災
計
画
が
全
面
改
訂
さ

れ
た
の
を
受
け
、
富
良
野
市
地
域

防
災
計
画
の
内
容
を
検
討
し
、
最

新
の
も
の
に
見
直
し
を
す
る
も
の

で
す
。

　

見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
最
近

の
日
本
列
島
を
襲
う
災
害
被
害
の

多
発
が
大
き
な
契
機
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
民
の
防
災
に
対
す
る
関

心
も
高
く
な
り
、
市
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
の
連
携
強
化
は
も

と
よ
り
、
防
災
を
通
じ
た
地
域
の

助
け
合
い
の
必
要
性
を
今
一
度
考

え
、
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
や
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
水
防
法
な
ど
関

係
法
令
や
用
語
な
ど
も
改
正
さ
れ

て
お
り
、
最
新
の
内
容
と
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観

点
で
北
海
道
地
域
防
災
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
見
直
す
も

の
で
す
。

地
域
防
災
計
画
と
は

○
計
画
の
目
的

　

富
良
野
市
の
地
域
に
お
け
る
防

災
に
関
し
、
予
防
活
動
、
応
急
対

策
活
動
、
復
旧
活
動
な
ど
災
害
時

の
一
連
の
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、

防
災
関
係
機
関
、
市
民
及
び
事
業

所
が
そ
の
全
力
を
あ
げ
て
市
民
の

生
命
、
身
体
や
財
産
を
災
害
か
ら

守
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う
べ

き
事
務
や
業
務
を
定
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
計
画
の
位
置
づ
け

　

こ
の
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本

法
の
規
定
に
よ
り
、
富
良
野
市
防

災
会
議
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
市
が
行
う
べ
き
事
務

や
業
務
を
中
心
と
し
て
、
各
防
災

関
係
機
関
の
責
任
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力

し
て
防
災
に
当
た
る
と
い
う
も
の

で
、
国
の
防
災
基
本
計
画
や
北
海

道
地
域
防
災
計
画
と
の
整
合
性
や

関
連
性
を
も
た
せ
る
と
と
も
に
、

富
良
野
市
の
地
域
性
な
ど
に
合
わ

せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
防
災
会
議
の
役
割

�
地
域
防
災
計
画
を
作
成
と
そ
の

実
施
の
推
進

�
水
防
計
画
そ
の
他
水
防
に
関
し

重
要
な
事
項
の
調
査
審
議

�
非
常
災
害
が
起
き
た
場
合
の
緊

急
措
置
計
画
の
作
成
と
そ
の
実
施

の
推
進

�
そ
の
他
法
令
に
基
づ
く
事
務

意
見
提
出
に
つ
い
て

◆
意
見
を
提
出
で
き
る
方

�
市
内
に
住
ん
で
い
る
方

�
市
内
で
働
い
て
い
る
方

�
市
内
で
学
ん
で
い
る
方

�
市
内
に
事
業
所
や
事
務
所
が
あ

る
法
人
や
そ
の
他
の
団
体

◆
提
出
方
法

�
封
書
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
な
ど
書
面
（
様
式
自
由
）
や
録

音
テ
ー
プ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�
直
接
提
出
や
意
見
箱（
公
表
場
所

に
設
置
）
へ
の
投
函
も
で
き
ま
す
。

�
意
見
を
提
出
す
る
と
き
は
、
住

所
・
氏
名
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ

ん
が
、
記
入
が
な
い
意
見
に
は
回

答
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

原
案
の
公
表
場
所

●
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１

階
）

問
い
合
わ
せ

総
務
課
総
務
法
制
係

〒
０
７
６
‐
８
５
５
５

富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号

�
３
９
‐
２
３
０
０

�
２
３
‐
２
１
２
０

電
子
メ
ー
ル

so
h
m
u
-k@
city.

  
 
 
 
   
     fu

ra
n
o
.

  
  
 
 
 

h
o
kka
id
o
.jp

 
 
   
  
 
   

市民の意見募集期間
８月１日�月 ～２２日�月 
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●
山
部
、
東
山
支
所
窓
口

●
総
務
課
（
市
役
所
１
階
）

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

９
月　

　

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

　

結
果
公
表

　

○
市
と
し
て
の
改
訂
案
決
定

　

○
道
と
の
協
議
を
開
始
し
、協
議

　

終
了
後
に
正
式
決
定
し
て
公
表

　
（
関
係
機
関
・
町
内
会
な
ど
に
配

　

布
）

内　　　　　　　　　　　　　　　　容項　　目

自然災害や事故災害から市民の生命、身体及び財産を保護するため、市をはじめ防災関係機
関が処理すべき事項などを定めています。

第１章
　総　則

地形、地質、気候などの自然条件や昨年度までに発生した災害の概況などを記載しています。第２章
　富良野市の概況

防災会議や災害対策本部の組織、注意報・警報の発表基準や伝達系統などを定めています。第３章　
　防災組織

風水害、雪害、土砂災害、建築物災害などを予防するため防災関係機関などが実施すべき業
務の概要、消防計画、食料などの調達、避難体制、災害時要援護者対策、自主防災組織育成
計画などを定めています。

第４章　
　災害予防計画

災害時の応急措置、避難、救助救出、交通、食糧、給水、生活必需品、医療、防疫、教育、
住宅、行方不明者の捜索、自衛隊派遣要請依頼、災害救助などを定めています。

第５章
　災害応急対策計画

概ね100年に一度の大雨が降った場合の浸水想定区域などを定めています。第６章　空知川洪水
ハザードマップ

地震による被害想定、本編に準ずる災害予防計画、災害応急対策計画などを定めています。
＜平成13年度に一部修正しており、今回は修正していません。＞

第７章　震災対策
（別冊）＜修正なし＞

火山周辺市町村として、十勝岳の概要、観測体制、過去3000年程度の中で最大規模の噴火を
想定した場合の融雪型泥流の到達予想区域などを定めています。

第８章
　火山災害対策計画

航空、鉄道、道路、危険物等、大規模な火事、林野火災の予防・応急対策などを定めていま
す。

第９章
　事故災害対策計画

公共土木施設、農業施設、教育施設などの災害復旧について定めています。第10章
　災害復旧計画

水防、消防、避難、情報通信などの防災訓練について定めています。第11章
　防災訓練計画

日頃の備えとしての防災思想の普及・啓発について定めています。第12章　防災思想普
及・啓発計画

計画の内容
　（見直し案）

＜計画の特徴＞
　　�ラジオふらのとの放送協定に基づく災害時の放送
　　�水防法に基づく洪水予報河川である空知川の洪水
　　　ハザードマップ
　　�十勝岳の周辺市町村としての火山災害対策計画

平成１６年９月８日　
　　台風被災状況
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秋
の

ふ
ら
の
ワ
イ
ン

市
民
還
元

今
年
２
回
目
の
「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
市
民
還
元
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

今
回
還
元
す
る
「
ロ
ゼ
」
は
、
和
洋
中
を
問
わ
ず

普
段
の
料
理
に
合
い
ま
す
の
で
、
日
常
飲
む
ワ
イ
ン

と
し
て
は
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

ま
た
、
ワ
イ
ン
を
美
味
し
く
保
存
で
き
る
方
法
も
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
「
ロ
ゼ
」
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

○
北
向
き
の
涼
し
い
部
屋
の
押
入

れ
や
床
下
。

○
新
聞
紙
や
ビ
ニ
ー
ル
に
く
る
ん

で
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
に
寝
か

せ
る
。

○
短
期
的
に
は
、
新
聞
紙
に
く
る

み
霧
吹
き
で
水
を
か
け
冷
蔵
庫
の

暖
か
い
と
こ
ろ
。

「
ワ
イ
ン
の
保
存
に
不
向
き
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
場
所
」

○
床
下　

夏
冬
の
温
・
湿
度
差
が

激
し
い
。
バ
ク
テ
リ
ア
や
害
虫
、

異
臭
が
つ
く
場
合
が
あ
る
。

○
家
庭
用
冷
蔵
庫　

明
か
り
が
つ

く
、
振
動
が
多
い
、
食
品
の
に
お

い
が
う
つ
る
、
温
度
が
低
す
ぎ
る
、

コ
ル
ク
が
乾
燥
す
る
な
ど
。

�
最
近
の
検
証
デ
ー
タ

も
踏
ま
え
た
一
般
家
庭

に
お
け
る
保
存
方
法

�
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
も
し
く
は
同
等

の
環
境
を
確
保
で
き
る
地
下
カ
ー

ヴ（
こ
の
場
合
の
み
長
期
保
存
可
）

�
年
間
を
通
し
て
温
度
変
化
が
少

な
く
、室
温
が
高
く
な
ら
な
い（
〜

　

℃
）
部
屋
（
数
年
保
存
）

２０
�
夏
場
（
室
温
が　

℃
越
え
る
）

２０

だ
け
冷
蔵
庫
で
、
そ
れ
以
外
は
室

温
が
高
く
な
ら
な
い
（
〜　

℃
）

２０

部
屋
（
数
年
保
存
可
）

�
新
型
冷
蔵
庫
の
野
菜
室
（
臭
い

の
強
い
も
の
を
一
緒
に
お
か
な
い
。

２
〜
３
年
ま
で
保
存
可
）

�
エ
ア
コ
ン
で
ほ
ぼ
一
定
温
度

広報８月号お知らせ版
に折り込みます

引替パス

９月１日�～３０日�引替期間

税込　７９０円価　　格

（
〜　

℃
）に
管
理
さ
れ
て
い
る
部

２５
屋
（
１
〜
２
年
ま
で
保
存
可
）

�
リ
ビ
ン
グ
ま
た
は
台
所
の
棚
な

ど
に
お
い
て
あ
る
（
夏
を
越
え
る

と
ダ
メ
）

�
飲
み
残
し
の
ワ
イ
ン

の
保
存
方
法
は
？

�
窒
素
ガ
ス
を
購
入
し
て
瓶
内
の

空
気
を
置
換
し
て
保
存
（
う
ま
く

や
れ
ば
１
年
く
ら
い
も
つ
こ
と

も
）

�
小
振
り
な
瓶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
移
し
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
入
れ
て

フ
タ
を
す
る
（
１
カ
月
く
ら
い
も

つ
こ
と
も
）

�
バ
キ
ュ
ー
ム
専
用
の
栓
を
し
て

で
き
る
だ
け
空
気
を
抜
く
（
良
く

て
１
週
間
く
ら
い
）

�
荒
技
と
し
て
、
瓶
の
中
に
ビ
ー

玉
を
ど
ん
ど
ん
入
れ
て
空
気
の
層

を
無
く
な
る
ま
で
入
れ
て
栓
を
す

る
。

一
般
家
庭
で
は
ク
リ
ア
出
来
る
こ

と
は
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
に
近
い
条
件
で
保
存
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

�
ワ
イ
ン
の
保
存
方
法

「
ワ
イ
ン
の
理
想
的
な
保
存
条
件
」

○
温
度
は
年
間
を
通
じ
て　

〜　
１２

１４

℃
。

○
湿
度
は　

〜　

％
。

７０

７５

○
光
は
白
色
光
で
必
要
な
時
の
み

×

点
灯
で
き
る
暗
所
（
紫
外
線 

）。

○
振
動
を
避
け
る
。

○
異
臭
の
あ
る
も
の
と
一
緒
に
し

な
い
。

○
必
ず
横
に
寝
か
せ
る
（
ラ
ベ
ル

は
上
向
き
で
）。

「
家
庭
で
の
上
手
な
保
存
方
法
」

問
い
合
わ
せ

ワ
イ
ン
工
場

�
２
２
‐
３
２
４
２
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平
成　

年
４
月
１
日
採
用

１８職
員
採
用
試
験

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
方

③
日
本
国
憲
法
施
行
日
以
後
に
、
日
本
国

憲
法
、
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府

を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政

党
、
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は

こ
れ
に
加
入
し
た
方

◆
受
験
手
続
き

�
申
込
用
紙
に
所
要
事
項
を
記
入
し
（
上

半
身
脱
帽
正
面
向
き
で
、
申
し
込
み
前
３

カ
月
以
内
撮
影
の
写
真
貼
付
）、
１
部
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

②
検
定
・
免
許
・
資
格
等
以
外
の
特
技
（
手

話
日
常
会
話
・
英
会
話
な
ど
）
に
つ
い
て

は
、
申
込
用
紙
の
自
己
ア
ピ
ー
ル
欄
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
際
に
受
験

票
を
交
付
し
ま
す
。

③
申
込
用
紙
は
総
務
部
総
務
課
職
員
係

（
市
役
所
１
階
）
に
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

８
月
１
日�
か
ら
８
月　

日�
ま
で
の

２２

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
･
日

曜
日
を
除
き
ま
す
）。

　

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
８
月　

日�
２２

富
良
野
市
職
員

◆
募
集
人
員
と
受
験
資
格

一
般
行
政
職
【
１
名
】

　

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方

�
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

５４

方
で
大
学
卒
業
者
、
ま
た
は
平
成　

年
３

１８

月
卒
業
見
込
み
の
方

�
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

５６

方
で
短
期
大
学
卒
業
者
、
ま
た
は
平
成　
１８

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

�
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

５８

方
で
高
等
学
校
卒
業
者
、
ま
た
は
平
成　
１８

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

◆
居
住
要
件

　

採
用
後
、
富
良
野
市
内
に
居
住
が
可
能

な
方

◆
欠
格
事
項

①
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

②
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

行
を
終
わ
る
ま
で
の
方
、
ま
た
は
そ
の
執

�
肺
活
量
3
０
０
０�
以
上
で
結
核
性
疾

患
、伝
染
病
疾
患
、そ
の
他
疾
患
の
な
い
方

◆
資
格
要
件

�
救
急
救
命
士
の
免
許
を
有
す
る
方
、
ま

た
は
平
成　

年
４
月
ま
で
に
資
格
取
得
見

１８

込
み
の
方

�
大
型
自
動
車
の
運
転
免
許
を
有
す
る
方
。

た
だ
し
、
普
通
自
動
車
の
運
転
免
許
を
有
す

る
方
に
あ
っ
て
は
、
採
用
後
３
年
以
内
に
自

己
負
担
に
よ
り
大
型
自
動
車
の
運
転
免
許

取
得
を
条
件
と
す
る

◆
国
籍
要
件　

日
本
国
籍
を
有
す
る
方

◆
居
住
要
件　

採
用
後
、
富
良
野
市
内
に

居
住
が
可
能
な
方

◆
欠
格
事
項　

市
職
員
の
欠
格
事
項
と
同
じ

◆
受
験
手
続
き

�
申
込
用
紙
に
所
要
事
項
を
記
入
し
（
上

半
身
脱
帽
正
面
向
き
で
、
申
し
込
み
前
３

カ
月
以
内
撮
影
の
写
真
貼
付
）、
１
部
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

�
受
験
申
し
込
み
の
際
、
受
験
票
を
交
付

し
ま
す
。

�
申
込
用
紙
は
消
防
本
部
総
務
課
管
理
係
、

南
富
良
野
支
署
、
占
冠
支
署
に
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
期
間　

市
職
員
の
受
付
期
間
と
同
じ

◆
一
次
試
験
の
日
時
と
場
所　

　

市
職
員
採
用
試
験
と
同
じ

◆
そ
の
他　

占
冠
支
署
職
員
の
採
用
予
定

が
あ
り
ま
す
（
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）。

�問
 

消
防
本
部
総
務
課
管
理
係　

�
２
３
‐
５
１
１
９

ま
で
の
着
信
に
限
り
ま
す
。

◆
試
験
内
容

一
般
行
政
職
（
１
次
試
験
・
筆
記
）

　

高
校
・
短
大
卒
業
者
は
、
教
養
・
適
性

及
び
作
文
試
験
、
大
学
卒
業
者
は
教
養
・

専
門
（
行
政
）
及
び
論
文
試
験

◆
１
次
試
験
の
日
時
及
び
場
所

・
と　

き　

９
月　

日�
１８

　
　
　
　
　

午
前
８
時　

分
か
ら

４０

・
と
こ
ろ　

富
良
野
看
護
専
門
学
校

・
受　

付　

午
前
8
時
〜
8
時　

分
30

�問
 

総
務
課
職
員
係　
�
３
９
‐
２
３
１
４

富
良
野
地
区
消
防
組
合

◆
募
集
人
員
と
受
験
資
格

消
防
職
員
【
男
子　

１
名
】

�
勤
務
地　

富
良
野
市

　

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

５７

方
で
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
方

◆
身
体
要
件

�
身
長
１
６
０�
、
体
重　
�
以
上
、
胸

５５

囲
は
身
長
の
概
ね
半
分
以
上
、
握
力
（
左

右
と
も
）　
�
以
上
、
四
肢
関
節
に
障
害

３５

等
が
な
く
諸
機
能
が
正
常
で
あ
る
こ
と

�
視
力
（
矯
正
視
力
を
含
む
）
は
両
眼
で

　

以
上
、
片
眼
の
視
力
が
そ
れ
ぞ
れ　

以

０.８

０.５

上
で
色
彩
識
別
の
完
全
な
者

�
聴
力
が
左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と

�
言
語
明
瞭
で
十
分
発
声
が
で
き
る
こ
と
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今
、
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

真
の
地
方
分
権
の
進
展
に
向
け
、
地
方
が
自
ら
の
責

任
で
選
択
し
、
行
動
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
自
治

を
根
づ
か
せ
心
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
を
育
て
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
対
話
を
通
し
て
「
と
も
に
考
え
、
と
も
に
行
動
す

る
」
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
意
見
交
換
を
す
る
た
め
の
「
市
長
出
前
ト
ー

ク
」・「
市
長
室
ト
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
期
間
・
時
間　

８
月
か
ら
平
成　

年
３
月

１８

ま
で
原
則
、
平
日
（
月
〜
金
曜
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
９
時
ま
で（
１
団
体
２
時
間
以
内
）

○
参
加
対
象　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
に
、
企
画
提
案
な
ど
を
い
た
だ
け
る

グ
ル
ー
プ
・
団
体
及
び
個
人

○
参
加
ル
ー
ル　

企
画
振
興
課
に
あ
る
申
込

書
に
よ
り
、
原
則
開
催
希
望
の
１
カ
月
前
ま

で
に
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

市
長
公
務
と
の
日
程
調
整
及
び
意
見
交
換
の

内
容
に
よ
っ
て
は
、
対
応
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

※
「
市
長
出
前
ト
ー
ク
」
と
は
、
市
長
が
外

部
に
出
向
き
、
市
民
と
意
見
交
換
す
る
も
の

※
「
市
長
室
ト
ー
ク
」
と
は
、
市
民
が
市
長

室
を
訪
れ
、市
長
と
意
見
交
換
す
る
も
の（
個

人
の
方
は
「
市
長
室
ト
ー
ク
」
に
て
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

�問
 

「
企
画
振
興
課
秘
書
係

�
３
９
‐
２
３
０
３

　
 

「
市
長
出
前
ト
ー
ク
」

「
市
長
室
ト
ー
ク
」

を
開
催
し
ま
す

市
長
に
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
 
「
自
治
の
か
た
ち
」

　
　
  
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査
開
始

富
良
野
圏
域
の

　
　

将
来
構
想
な
ど
７
項
目

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、

富
良
野
圏
域
の
将
来
構
想
な
ど
７

項
目
の
調
査
検
討
事
項
を
大
き
く

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
調
査
作

業
に
入
り
ま
し
た
。

■
主
な
内
容

�
「
自
治
の
か
た
ち
」
を
考
え
る

う
え
で
、「
自
治
」
と
は
そ
も
そ
も

何
だ
ろ
う
。
住
民
自
治
を
考
え
る

う
え
で
行
政
と
住
民
と
の
役
割
分

担
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

�
現
在
、
北
海
道
が
進
め
て
い
る

市
町
村
へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲

に
つ
い
て
、
こ
の
圏
域
と
し
て
行

え
る
の
か
ど
う
か
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
可
能
に
な
る
と
、

こ
れ
ま
で
道
庁
や
支
庁
へ
申
請
を

行
っ
て
い
た
書
類
な
ど
も
、
各
市

町
村
へ
の
届
け
出
で
済
む
た
め
便

利
に
な
り
ま
す
。

�
各
市
町
村
で
行
わ
れ
て
い
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
、
公
共
料
金
、
使
用

料
な
ど
を
、　

分
類
２
８
４
項
目

３４

に
分
け
、
事
務
担
当
者
の
協
力
も

得
な
が
ら
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
を
参
考
に
将
来
広

域
で
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
事
務

事
業
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。　

シリーズ
第 ３ 弾

�問
 

「
自
治
の
か
た
ち
」
検
討

　
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

�
３
９
‐
２
３
１
１

　
 
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
討 

 　

状
況
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。



11 こうほう No.527

ZOOM UP
FURANOまちのできごと

本が大好きになりますように！
　

７
月
９
日�
、図
書
館
で「
絵

本
・
映
画
・
紙
し
ば
い
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
集
い
は
、
毎
月
第
２
土

曜
日
の
午
前　

時　

分
よ
り
行

１０

３０

わ
れ
て
い
て
、
約　

年
前
の
学

１３

校
の
第
２
土
曜
日
の
休
日
に
あ

わ
せ
、
少
し
で
も
子
ど
も
た
ち

に
本
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

始
ま
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
約　

名
の
親
子

２０

が
参
加
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
、
手
づ
く
り
紙
芝
居

に
真
剣
な
表
情
で
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

絵
本
・
映
画
・

　

紙
し
ば
い
の
集
い

市民全員に感謝します
　

７
月　

日�
、
外
国
語
指
導

１４

助
手（
A
T
L
）を
勤
め
た
マ
ッ

カ
ー
ヒ
ー
夫
妻
の
退
任
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

夫
の
エ
イ
ド
ン
さ
ん
は
、
平

成　

年
、
夫
人
の
ロ
シ
ン
さ
ん

１６
は
平
成　

年
に
着
任
し
、
市
内

１５

の
小
中
学
校
で
英
語
の
指
導
を

し
て
き
ま
し
た
。
夫
妻
と
も
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
出
身
で
今
後
は
、

母
国
に
帰
国
す
る
と
の
こ
と
。

　

エ
イ
ド
ン
さ
ん
か
ら
「
富
良

野
で
の
す
ば
ら
し
い
思
い
出
を

大
事
に
し
た
い
、
短
い
期
間
で

し
た
が
、
市
民
全
員
に
感
謝
し

ま
す
」
と
の
退
任
の
こ
と
ば
が

あ
り
ま
し
た
。

マ
ッ
カ
ー
ヒ
ー
夫
妻

の
退
任
式

ズズーームムアアッッププふふららののさわやかな汗！

　

７
月　

日�
、
晴
天
の
中
、

２４

第　

回
目
と
な
る
ふ
ら
の
へ
そ

２５
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
市
内
外
か
ら

約
２
６
０
名
の
選
手
が
集
ま
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
イ
ン
工
場
駐
車
場
を
ス

タ
ー
ト
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
、
３

ｋ
ｍ
・
５
ｋ
ｍ
・　

ｋ
ｍ
の
コ
ー

１０

ス
に
挑
戦
し
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
で
は
最
高
齢
で
、　
８９

歳
に
な
る
植
谷
光
男
さ
ん
も
３

ｋ
ｍ
を　

分　

秒
で
み
ご
と
完

３１

１７

走
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
し
た
参
加
者
は
、
充

実
し
た
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

　

第２５回ふらのへそマラソン大会

１万歩を目標に歩きます。

　

富
良
野
市
食
生
活
改
善
協
会

が
主
催
す
る
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

会
」
が
７
月　

日�
に
行
わ
れ
、

２１

最
高
齢
の　

歳
の
方
を
は
じ
め
、

８９

約　

名
が
１
万
歩（
約
６
ｋ
ｍ
）

３０
を
目
標
に
北
の
峰
地
区
な
ど
、

夏
真
っ
盛
り
の
富
良
野
を
歩
き

ま
し
た
。

　

平
成　

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

１３

て
い
る
こ
の
会
は
、
強
い
骨
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
、
夏
場
に

毎
月
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
関
口
瑠
璃
子
さ
ん

は
「
一
人
で
歩
く
の
は
大
変
だ

け
ど
、
み
ん
な
で
歩
く
の
で
楽

し
ん
で
出
来
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
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今
月
の
手
続
き       
葉
月

８月

August

国
民
年
金

老
齢
基
礎
年
金

裁
定
請
求

昭
和　

年
８
月
生
ま
れ
（
満　

歳
）
の
方

15

６５

誕
生
日
の
前
日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

�
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
預
金
通
帳
・
戸
籍
謄
本
・
住
民

票
謄
本
な
ど

�
市
役
所
③
番
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

置
か
れ
た
自
転
車

�
長
期
間
動
い
て
い
な
い
自
転
車

�問
 

富
良
野
警
察
署

�
２
２
‐
０
１
１
０

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
を

提
出
し
ま
し
ょ
う

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
（
支
給
停
止
者
も
含
む
）
は
、

前
年
の
所
得
や
異
動
状
況
に
つ
い

て
確
認
す
る
「
児
童
扶
養
手
当
現

況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
は
本
年
８
月
か
ら
翌
年
７

月
ま
で
の
児
童
扶
養
手
当
が
受
け

ら
れ
る
か
を
審
査
す
る
も
の
で
す
。

提
出
が
な
い
場
合
、
８
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
提　

出　

対
象
者
に
は
提
出
書

類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
８
月
８

日�
〜　

日�
の
間
に
児
童
家
庭

１９

課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�問
 

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�
３
９
‐
２
２
２
３

特
別
児
童
扶
養
手
当　
　

受
給
者
の
方
へ

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
、
前
年
の
所
得
や
異
動

状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る
「
特
別

児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
」
の

く
ら
し

自
転
車
盗
難
の
予
防

　

６
月
富
良
野
市
内
に
お
い
て
、

自
転
車
の
盗
難
が
昨
年
の
２
倍
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
盗
難
に
あ
っ

て
い
る
の
は
次
の
よ
う
な
自
転
車

で
す
。

�
錠
を
掛
け
て
い
な
い
自
転
車

�
取
付
錠
の
み
、
１
箇
所
施
錠
し

て
い
る
自
転
車

�
夜
間
に
人
通
り
の
な
い
場
所
に

提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
は
、
本
年
８
月
か
ら
翌
年

７
月
ま
で
の
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
か
を

審
査
す
る
も
の
で
す
。　

提
出
が

な
い
場
合
、
８
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
提　

出　

対
象
者
に
は
提
出
書

類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
８
月　
１１

日�
〜　

日�
の
間
に
福
祉
課

２４

（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

�問
 

福
祉
課
福
祉
総
務
係

�
３
９
‐
２
２
１
１

心
身
障
が
い
者
の
巡
回　

　
　
　
　

相
談
会
を
開
催

◆
と　

き

　
　
　
　

９
月
５
日�
〜
８
日�

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市
障
が
い
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た
」（
旭
川

市
宮
前
通
東
４
１
５
５
番
地　

）
３０

◆
内　

容　

知
的
障
が
い
の
方
の

施
設
入
所
に
か
か
る
医
学
・
心
理

学
的
及
び
職
能
的
判
定
。
そ
の
他
、

専
門
的
相
談
な
ど

◆
そ
の
他　

予
約
制
で
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
８
月　

日�
ま

１５

で
に
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
）
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

�問
 

福
祉
課
福
祉
総
務
係

�
３
９
‐
２
２
１
１

地震などの防災対策地震などの防災対策　
　９月１日の「防災の日」を機会に、　不安定な家具、また危
険なものがないかなど、ぜひ、今一度家の内外の点検をおね
がいします。

○一般家庭における対策
　家庭では、いざという時に備え避難場所の確認や非常持ち
出し袋を用意しておきましょう。中身は一人で持ち出せる最
低限のものを。また、一年に一度は点検を行いましょう。そ
の他にも、災害直後には持ち出せなくても後々使用できるよ
うに水やインスタント食品を別にストックしておくと安心で
す。
　小さな地震であっても、身の回りの火を消す習慣をつけま
しょう。また、万一の出火に備え、消火器やバケツなどを用
意しておくのも重要です。

○富良野消防連合演習
　９月１日に消防演習を人材開発センターにおいて実施しま
すので、ご来場ください。

�問 消防本部　�２３‐５１１９
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募
集

優
良
青
年
表
彰
候
補
者
の

推
せ
ん

　

青
少
年
活
動
、
社
会
活
動
、
奉

仕
活
動
な
ど
で
他
の
模
範
と
な
る

青
年
を
、
町
内
会
、
職
場
、
団
体

か
ら
推
せ
ん
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
推
せ
ん
の
基
準　

満　

歳
〜　

２０

３１

歳
ま
で
の
方
で
、
富
良
野
市
に
継

続
し
て
３
年
以
上
居
住
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
青
年
。

�
勤
労
意
欲
に
富
み
向
上
心
と
研

究
心
が
旺
盛
で
あ
る

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通

じ
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
る

�
家
庭
生
活
及
び
職
場
に
お
い
て

誠
実
さ
が
認
め
ら
れ
る

�
青
年
関
係
団
体
な
ど
の
発
展
向

上
に
貢
献
し
て
い
る

�
生
活
改
善
や
産
業
技
術
の
向
上

な
ど
に
努
力
し
て
い
る

�
体
育
、
文
化
、
芸
術
な
ど
の
向

上
に
努
力
し
て
い
る

◆
推
せ
ん
の
方
法　

文
化
会
館
、

山
部
・
東
山
支
所
に
あ
る
推
せ
ん

書
に
記
入
し
て
社
会
教
育
課
（
文

化
会
館
内
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
期　

限　

９
月
１
日�

�問
 

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

�
２
３
‐
３
５
４
５

平
成　

年
度
富
良
野
看
護

１８

専
門
学
校
学
生
募
集

◆
募
集
人
員　
　

名
４０

◆
受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
の

条
件
を
み
た
す
男
女

�
高
等
学
校
卒
業
及
び
平
成　

年
１８

３
月
卒
業
見
込
み
の
方

�
大
学
入
学
に
関
し
、
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
方
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方

◆
試
験
方
法　

学
科
・
面
接
試
験

及
び
提
出
書
類
を
総
合
し
て
選
考

◆
試
験
科
目

　

国
語
（
総
合
、
但
し
古
文
・
漢

文
を
除
く
）・
数
学
（
Ⅰ
・
A
）・

英
語
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）・
理
科
（
生
物

Ⅰ
・
Ⅱ
）

◆
試
験
日
程

◎
学
科
試
験

　
　
　
　

平
成　

年
１
月　

日�

１８

２５

◎
面
接
試
験

　
　
　
　

平
成　

年
１
月　

日�

１８

２６

◆
試
験
会
場　

　
　
　
　

富
良
野
看
護
専
門
学
校

◆
受
付
期
間　

平
成　

年　

月　

１７

１２

１２

日�
〜　

日�
２６

�問
 

富
良
野
看
護
専
門
学
校

�
２
２
‐
５
５
１
０

広
報
の
音
訳　
　
　
　
　

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

広
報
を
音
訳
し
、
視
覚
障
が
い

者
の
方
へ
編
集
テ
ー
プ
を
お
届
け

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

◆
募
集
内
容　

テ
ー
プ
編
集
・
広

報
音
訳
（
朗
読
）

◆
活
動
日
時

　

音
訳　

毎
月
第
２
火
・
水
曜
日

の
い
ず
れ
か
１
日
。
午
後
６
時
〜

９
時

　

テ
ー
プ
編
集　

音
訳
後
の
木
曜

日
か
ら
日
曜
日
の
間
。
夜
間
を
除

く
都
合
の
良
い
時
間
。

�問
 

聞
こ
え
る
か
い
？
池
田
さ
ん

�
２
２
‐
４
８
１
１

臨
時
介
護
士
を　
　
　
　

　
　
　
　

募
集
し
ま
す

◆
募
集
人
員　

１
名

◆
業
務
内
容　

介
護
業
務

◆
資　

格

　
　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
程
度

◆
採
用
期
間　

平
成　

年　

月
１

１７

１０

日
〜
平
成　

年
３
月　

日

１８

３１

◆
勤
務
時
間

�
午
前
７
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

分
３０

�
午
前　

時　

分
〜
午
後
８
時

１１

３０

※
基
本
的
に
は
週
休
２
日
。
た
だ

し
、
変
則
勤
務
有
り
。

◆
申　

込　

履
歴
書
を
持
参
し
、

寿
光
園
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�問
 

寿
光
園

�
４
２
‐
２
７
２
９

　

わ
か
り
や
す
い
予
算
説
明
書

　
　
　
　
　
　

を
つ
く
り
ま
し
た

平
成　

年
度
の
富
良
野
市
の
代
表
的
な
事
業
（　

事
業
）

１７

８８

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
予
算
書
「
へ
ー
そ
ー
な
ん

だ
こ
ん
な
こ
と
や
り
ま
す
！
今
年
の
ふ
ら
の
」
を
希
望

す
る
方
（
市
民
）
に
配
布
し
ま
す
（
３
０
０
部
限
定
）

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

配
布
場
所

企
画
振
興
課
・
山
部
支
所
・
東
山
支
所

�問
 

企
画
振
興
課
企
画
振
興
係

�
３
９
‐
２
３
０
４

「ふれあい広場」
後期の募集

子育て支援センター「ふれあい広場」では、後期
分（１０月～３月）の登録親子を募集しています。
◆開設場所　保健センター
◆募集人数　月曜日　１０組（先着順）
◆内　容
○１０時～１１時　　　親子で一緒に遊びます
○１１時～１１時３０分　保育士と一緒に遊びます
◆対象児童　２歳児（誕生日がきて３歳）までの
児童とその保護者
◆募集期間　８月２２日�～２６日�
◆申　込　子育て支援センター（保健センター２
階）にある申込用紙に必要事項を記入して提出し
てください（必ず本人が申し込みください）

�問 子育て支援センター　�３９‐２２２３
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催
し

第　

回
看
護
専
門
学
校　

１２

　
　
　
　
　
　
　

学
校
祭

◆
と　

き　

８
月　

日�
２８

　
　
　
　
　

正
午
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ　

看
護
専
門
学
校

◆
テ
ー
マ　

　
　
「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ　

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
﹈

◆
内　

容　

看
護
体
験
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
・
縁
日
・
子
ど
も
の

広
場
・
食
堂
ほ
か

�問
 

富
良
野
看
護
専
門
学
校

�
２
２
‐
５
５
１
０

ぶ
ど
う
狩
り　
　
　
　
　

　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

◆
と　

き　

９
月　

日�
　

午
前

２５

９
時　

分
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

３０

◆
と
こ
ろ　

ワ
イ
ン
工
場
（
集
合

場
所
）・
ぶ
ど
う
果
汁
工
場

◆
対　

象　

市
民　

名
（
先
着
）

３０

◆
内　

容　

�
ぶ
ど
う
収
穫
体
験

　

ぶ
ど
う
を
摘
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

�
ワ
イ
ン
工
場
施
設
見
学

　

タ
ン
ク
・
樽
・
ビ
ン
で
熟
成
中

の
ワ
イ
ン
を
見
学
・
試
飲
（
ロ
ゼ

の
ハ
ー
フ
ボ
ト
ル
１
本
を
大
人
の

み
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

◆
準　

備　

運
動
で
き
る
服
装

◆
参
加
費　

大
人　

１
０
０
０
円

（
ぶ
ど
う
代
・
ワ
イ
ン
代
・
送
料
）

子
ど
も
（
高
校
生
以
下
）　

無
料

◆
申　

込　

９
月　

日�
ま
で
に

１２

文
化
会
館
窓
口
か
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

�問
 

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

�
２
３
‐
３
５
４
５

北
大
マ
ン
ド
リ
ン　
　
　

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

◆
と　

き　

８
月　

日�
２０

　
　
　
　
　

午
後
２
時
開
場　

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◆
入
場
料　

無
料

◆
演
奏
曲
目　

威
風
堂
々
・
丘
を

越
え
て
・
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
ほ
か

�問
 

文
化
会
館�

２
３
‐
３
５
４
５

子
ど
も

●
み
ん
な
も
遊
ぼ
う
よ
！

　

市
内
の
５
つ
の
児
童
館
は
だ
れ

で
も
自
由
に
利
用
が
で
き
ま
す
。

◆
開
館
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午
後
１
時
〜
５
時

土
曜
日
・
夏
休
み

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

※
午
後
４
時　

分
〜
５
時
ま
で
は

３０

清
掃
時
間
の
た
め
自
由
な
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

�問
 

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�
３
９
‐
２
２
２
３

８
月
の
児
童
館
行
事

詳
し
く
は
各
館
（
セ
ン
タ
ー
）
へ

と
こ
ろ

緑町児童館
（緑町１３‐８）

�２２‐３３７０

北の峰児童館
（北の峰町２７‐１）

�２３‐４８０４

麻町児童センター
（西麻町２‐３３）

�２３‐２９７７

桂木児童センター
（桂木町２‐４１）

�２２‐３７９２

東部児童センター
（錦町１３‐１）

�２３‐５１２９

と
き
・
内
容

▽
５
日

　

七
夕
こ
ど
も
広
場

▽　

日
２３

　

卓
球

▽
５
日

　

七
夕
ま
つ
り

▽　

日　
１２

　

工
作

▽
６
日

　

七
夕
ま
つ
り

▽　

・　

日　

１１

１２

　

工
作
（
ク
リ
オ
ネ
キ

　

ラ
キ
ラ
ド
ー
ム
）

▽
８
〜　

日
１２

　

フ
エ
ル
ト
手
芸

▽　

日
１９

　

ミ
ニ
こ
ど
も
ま
つ

　

り
▽
６
日

　

七
夕
ま
つ
り

▽
８
〜　

日　
１０

　

夏
休
み
工
作
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年
金

無
年
金
障
が
い
者
の
救
済
制
度

（
特
別
障
害
給
付
金
）

　

国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に

お
い
て
生
じ
た
、
障
害
基
礎
年
金

を
受
給
で
き
な
い
障
が
い
者
の
方

た
ち
を
対
象
と
し
た
福
祉
的
措
置

と
し
て
、「
特
別
障
害
者
給
付
金
制

度
」
が
創
設
さ
れ
、
平
成　

年
４

１７

月
か
ら
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

・
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が
あ
る

方・
現
在
、
障
害
基
礎
年
金
１
級
ま

た
は
２
級
相
当
の
障
が
い
の
状
態

に
該
当
す
る
方

○
支
給
金
額

障
が
い
の
状
態
が
１
級
に
該
当
す

る
方　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

障
が
い
の
状
態
が
２
級
に
該
当
す

る
方　
　
　
　
　
　
　
　

４
万
円

※
給
付
金
の
支
給
開
始
は
、
請
求

の
手
続
き
を
し
た
月
の
翌
月
分
か

ら
で
、
所
得
額
に
よ
り
支
給
額
が

調
整
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

こ
の
「
特
別
障
害
給
付
金
」
を
受

け
る
た
め
に
は
、
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

平
成
３
年
３
月
以
前
に
学
生

だ
っ
た
方
、
昭
和　

年
３
月
以
前

６１

に
配
偶
者
が
被
用
者
年
金
制
度

（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
な
ど
）
に

８月３１日まで開館時間を延長しています。

●児童書（新着）
たかどの　ほうこつんつくせんせいかめにのる
立花　尚之介ふしぎにふにゃふにゃフランケン

山本　加津子魔女・モナの物語

※楽しい夏休み、自由研究本も用意しています

●一般書（新着）
西村　京太郎哀しみの余部鉄橋
山本　一力赤絵の桜（損料屋喜八郎始末控）
末藪　美由紀故宿の人（上・下）
笹本　稜平極点飛行
久世　光彦有栖川の朝
宗田　理ええじゃないか１７歳のチャレンジ

休館日
定例休館日　毎週月曜日
整理休館日　２６日�

催　し
グループＳＯＹＯ風絵画展 ９日�～２１日�展示ホール
絵本の読み聞かせ・映画・手づくり紙し
ばいの集い　１３日�　午前１０時３０分

多目的ホール

ボランティアどんぐりによる「絵本の読読み聞かせコーナー
み聞かせ」今月は１７日から開始。
毎週水曜日午後３時から

�問 図書館
�２２‐３００５

（８月）

加
入
し
て
い
た
期
間
に
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
と

き
に
初
診
日
が
あ
る
方
は
対
象
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
お

早
め
に
旭
川
社
会
保
険
事
務
所

（
０
１
６
６
‐
２
６
‐
４
４
８
１
）か

市
役
所
国
保
年
金
係
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
支
払
い
は          

　
　
　
　
　

お
忘
れ
な
く

�問
 

市
民
課
国
保
年
金
係

�
３
９
‐
２
３
０
１

　このコーナーはみなさんが市政に対し、日ごろ
思い感じていることや、意見・提言・質問などを
提出するコーナーです。
　富良野市政のために、建設的な意見、提言をお
待ちしています。
　いただきました、意見、提言、質問につきまし
ては、原則「広報ふらの」の市民の声コーナーに
掲載させていただきます。　なお、名前、住所の
記載のないものにつきましては、回答を控えさせ
ていただきます。

◆設置場所

　市役所・保健センター・山部支所・東山支所

ご意見コーナー設置しました

�問 企画振興課広聴広報係
�３９‐２３０４
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「わが家のマドンナは、箱入り娘です！」

　　　安西 咲乃さん （１歳７カ月）　東町

お子さんの
写真を募集
しています！

表
彰 
 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
齢
者
叙
勲

旭
日
双
光
章

熊
崎　

健
治
（
北
麓
郷
）

草
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞

及
川　

栄
樹
（
南
大
沼
）

寄
付 
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

富
良
野
市
へ

水
口　

理
智
子
（
日
の
出
町
）

金　
　

万
円

３０

武
部　

洋
子
（
南
麻
町
）

金　
　

万
円

１０

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

吉
田　

芳
信
（
山
部
）

酒
器
（
漆
器
）　

２
組

飯
櫃
（
漆
器
）　

２
個

西
澤　

昭
（
桂
木
町
）

米
殻
配
給
通
帳　

１
部

対
馬　

永
治
（
住
吉
町
）

石
炭
ス
ト
ー
ブ　

１
台

早
坂　

保
男
（
南
麻
町
）

ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
製　
　
　

石
炭
バ
ケ
ツ　

１
個

　
　
　
　
　
　

順
不
同
・
敬
称
略

「いつも元気！」

　堀川大誠さん
(７カ月）北斗町

散
り
牡
丹
狭
庭
の
彩
も
深
ま
り
ぬ

及
川　

佳
寿

ラ
ベ
ン
ダ
ー
池
に
皺
し
わ
魚
跳
ね
る

松
藤　

道
子

絵
手
紙
の
キ
ウ
リ
尻
も
ち
着
い
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
長
畑　

静
香

紫
陽
花
の
藍
が
仕
上
げ
の
雨
と
な
る

辻　
　

ゆ
き

静
寂
に
法
衣
揺
す
る
や
解
夏
の
風

東
所　

栄
子

生
家
古
り
風
い
っ
ぱ
い
に
大
昼
寝

中
田　

通
子

若
き
日
の
戦
地
も
あ
り
し
叔
父
逝
き
て

慈
愛
の
心
偲
び
敬
ふ　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

敬
子

夕
食
に
ビ
ー
ル
を
貰
ひ
ほ
ん
の
り
と

何
時
し
か
ま
ど
ろ
む
ス
ト
ー
ブ
の
前　

伊
藤　

静
子

乾
き
た
る
土
に
並
び
て
咲
く
花
の

松
葉
牡
丹
や
炎
色
も
つ　
　
　
　
　
   
町
屋　

和
子

錆
付
い
た
線
路
を
渡
り
て
痩
せ
狐

ふ
り
返
り
ゆ
く
山
の
住
家
へ　
　
　
　

豊
島　

徳
子

手
折
り
さ
し
沙
羅
に
一
献
参
ら
せ
む

夕
べ
は
土
に
還
る
名
残
り
に　
　
　
　

近
藤
富
貴
子

�����

����������������������
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●
熱
中
症
と
は
？

　

熱
中
症
は
、
高
温
環
境
に
よ
っ

て
生
じ
る
生
体
の
障
が
い
を
総
称

し
た
も
の
で
、
体
温
上
昇
を
伴
わ

な
い
日
射
病
・
熱
け
い
れ
ん
と
著

明
な
体
温
上
昇
を
伴
う
熱
疲
労
・

熱
射
病
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

●
水
分
補
給

　

体
が
暑
さ
に
適
応
す
る
時
は
、

よ
り
多
く
の
汗
を
か
き
ま
す
。
発

汗
時
に
は
水
分
と
同
時
に
電
解
質

も
喪
失
さ
れ
、
汗
の
ナ
ト
リ
ウ
ム

濃
度
は　

〜　

m
e
q
/
Ｌ
と
い

１０

５０

わ
れ
、
汗
が
し
ょ
っ
ぱ
い
の
は
こ

の
た
め
で
す
。
水
分
補
給
す
る
場

合
は
、
電
解
質
を
含
ま
な
い
水
だ

け
よ
り
も
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
む
０．

２
％
の
食
塩
水
ま
た
は
０．

９
％

の
生
理
食
塩
水
が
望
ま
し
い
の
で

す
。
さ
ら
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
吸
収

は
少
量
の
ブ
ド
ウ
糖
の
添
加
に
よ

り
促
進
さ
れ
る
こ
と
か
ら
２
〜
３

％
の
ブ
ド
ウ
糖
を
含
ん
で
い
る
と

よ
り
有
効
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
と
一
緒
に
摂
取
す
る

と
小
腸
粘
膜
に
存
在
す
る
共
輸
送

体
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
、
水
分
吸

収
を
促
進
す
る
と
い
う
機
構
に
よ

る
も
の
で
す
。
市
販
さ
れ
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
ナ
ト
リ
ウ

ム
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
電
解
質
や

糖
分
が
含
ま
れ
て
お
り
、
水
分
補

給
に
便
利
で
す
。

　

多
く
の
体
液
が
喪
失
さ
れ
た
水

分
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
欠
乏
し
て
い

る
状
態
に
、
水
や
お
茶
な
ど
ナ
ト

リ
ウ
ム
を
含
ま
な
い
飲
料
水
を
投

与
す
る
と
体
液
が
薄
ま
り
尿
量
が

増
加
し
、
さ
ら
に
電
解
質
を
失
っ

て
し
ま
う
恐
れ
や
、
脱
水
が
増
加

し
熱
け
い
れ
ん
に
進
展
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
市
販
の
天
然
果
汁

や
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
類
は
、
電
解
質

含
量
は
低
く
（
果
汁
飲
料
は
カ
リ

ウ
ム
を
含
む
）
炭
水
化
物
含
量
が

多
く
浸
透
圧
が
約
５
０
０
〜
９
０

０
m
O
s
m
/
Ｌ
と
高
い
も
の
が

あ
る
こ
と
か
ら
脱
水
時
の
作
用
に

は
適
し
ま
せ
ん
。

●
市
販
の
ス
ポ
ー
ツ　
　

　

ド
リ
ン
ク

　

ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
進
歩
と
と
も

に
水
分
補
給
の
必
要
性
が
知
ら
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が
広
く
普
及

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
飲
料

水
は
日
常
生
活
に
お
け
る
水
分
・

電
解
質
補
給
と
し
て
も
活
用
で
き

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
体

液
に
近
い
成
分
組
成
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
体
に
負
担
を
か
け
る
こ

と
な
く
水
分
を
吸
収
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

富良野医師会　理事　渡部　秀雄

●生活習慣の改善⑯
熱中症予防ー水分補給を中心に

Ｑ

A

ダイヤル交換市ダイヤル交換市
「
こ
の
地
区
の
水
質
が
悪

い
か
ら
」
と
作
業
衣
に

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
つ
け
た
人

が
来
た
の
で
信
用
し
上
が
っ
て

も
ら
う
と
、
水
道
水
を
調
べ
「
水

が
良
く
な
い
の
で
、
き
れ
い
に

す
る
物
を
先
着　

名
無
料
で
取

３０

り
付
け
て
い
る
。
そ
の
枠
が
あ

と
１
件
な
の
で
つ
け
た
ほ
う
が

良
い
」
と
言
わ
れ
迷
っ
て
い
る

う
ち
、
取
り
付
け
作
業
に
入
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
契
約
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て　

万
円
だ
と

３５

わ
か
っ
た
の
で
す
が
、
付
け
て

し
ま
っ
た
の
で
仕
方
な
く
契
約

書
に
サ
イ
ン
し
ま
し
た
。
取
り

付
け
て
し
ま
っ
て
も
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。

こ
れ
は
点
検
商
法
と
言
わ

れ
る
も
の
で
、
公
の
機
関

か
ら
来
た
よ
う
に
装
い
点
検
し

た
上
、
契
約
さ
せ
る
と
い
う
商

法
で
す
。
今
回
の
相
談
は
契
約

の
翌
日
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
期
間
内
で
す
の
で
設
置
が
終

わ
っ
て
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
は
出
来
ま
す
か
ら
、
書
面

を
作
成
し
発
送
し
ま
し
た
。
点

検
商
法
と
し
て
は
こ
の
他
に
消

火
器
、
排
水
管
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
今
回
の
よ
う
に
工
事

代
だ
け
が
無
料
な
の
に
き
ち
ん

と
説
明
し
な
か
っ
た
な
ど
、
お

か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て

い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
相
談 
Ｑ
＆
Ａ

こ
の
地
区
は
水
質
が
悪
い
？

◆登録・希望は随時受け付けます。
◆登録期間は６カ月です。

 譲ります 
�レース用自転車�カブスカウト制
服�こたつ�子ども用自転車�ラジ
オ�ホーロー煙突�ベビー用品１式
�ベビーベット�ベビーバス�冷蔵
庫�網戸�喪服用羽織・帯�全自動
洗濯機

 譲ってください 
�チャイルドシート�４～５歳用
スキー靴�自転車用子ども椅子�
折りたたみ自転車�ベビーカー�
大人用自転車

※消費生活センター・各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
　不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

�問 消費生活センター 　�３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※相談窓口・ダイヤル交換市は
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編集後記◆◆◆
■広報では「表紙を飾る写
真」と「お子さんの写真」を
随時募集しています。最近は
応募の件数が少なくなって
いますので、素敵な写真が撮
れましたら、ぜひ、記念に広
報に載せてみませんか？ご
応募お待ちしています。（と）

富良野地区子ども会
リーダー養成交流会

６月２５日～２６日に約４０名が参加して行わ
れた交流会（キャンプ）での夕食づくり
の様子です。
　この日の夕食は「カレーライス」。班に
分かれ、まきの火で作りました。

今月のラジオ
行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日
　　　　　　午前８時から８時５分
・放送内容　市からのお知らせやまちの話題など

まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　８月２７日�
　　　　　　午前１０時から１０時３０分
・放送内容　市の特別職や部長などがまちづくり
　　　　　　について語るトーク番組


